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ぐ

（
全
国
患
者
・
家
族
団
体
第
一
回
役
員
研
修
会
併
催
）

患
者
の
医
療
と
暮
ら
し
を
守
れ

全
国
患
者
・
家
族
集
会
へ
参
加
し
よ
う

　

介
護
保
険
、
障
害
者
自
立
支
援
法
、

医
療
制
度
改
革
と
構
造
改
革
路
線
に
基

づ
く
社
会
保
障
の
制
度
改
悪
が
続
い
て

お
り
、
難
病
や
長
期
慢
性
疾
患
の
患
者

と
そ
の
家
族
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
政
府
が
提

起
す
る
医
療
制
度
改
革
で
は
、
「
患
者

本
位
の
医
療
体
制
」

　

「
国
民
の
医
療
に

対
す
る
安
心
、
信
頼
の
確
保
」
を
謳
い

な
が
ら
、
当
事
者
で
あ
る
患
者
と
家
族

が
抱
え
る
悩
み
や
願
い
と
は
全
く
裏
腹

な
政
策
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
自
ら
の
療
養
や
療
養

環
境
の
改
善
を
目
指
す
当
事
者
活
動
を

通
じ
て
、
国
民
の
医
療
と
福
祉
向
上
の

為
に
発
言
し
、
行
動
し
、
検
証
す
る
社

会
的
責
務
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
は
８
月
９
日
に

特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
を
開
催
し
、
「
５

万
人
を
超
え
る
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
）
の
難
病
医
療
費

見
直
し
」
を
提
起
し
ま
し
た
。
日
本
難

病
・
疾
病
団
体
協
議
会
は
、
直
ち
に
「
現

に
原
因
も
治
療
法
も
未
確
立
で
苦
し
ん

で
い
る
難
病
患
者
か
ら
公
費
医
療
を
無

理
や
り
取
上
げ
、
『
予
算
に
合
わ
せ
て

対
象
患
者
を
切
り
捨
て
て
し
ま
う
』
政

策
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
厚
労
省
に
怒

り
を
覚
え
ま
す
」
と
の
見
解
を
発
表
、

全
て
の
難
病
患
者
救
済
の
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
患
者
・
家
族
集
会
は
、

（日）14時～17時

東京グランドホテル

　

３Ｆ「桜」

東京都港区芝２－５－２

電話03―3456―2222

｀11月12日

　

〈会場〉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
医

療
難
民
「
行
き
場
の
な
い
患
者
た
ち
」

　

（
７
月
４
日
放
映
）
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

安
野
正
樹
氏
を
招
い
て
の
記
念
講
演
を

企
画
し
ま
し
た
。
又
、
「
難
病
医
療
見

直
し
」
と
の
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
）
か
ら

特
別
報
告
を
受
け
、
翌
日
の
1
3
日
午
前

中
に
分
科
会
討
議
の
時
間
を
確
保
し
ま

し
た
。
厚
生
労
働
省
な
ど
へ
の
要
請
行

動
は
、
1
3
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。

　

各
加
盟
団
体
で
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈行動内容〉

　

開会

　

14時

　　　　　

記念講演

　　　　　

「行き場のない患者たち」を通し

　　　　　

て医療制度改革を語る（仮題）

　　　　　

講師

　

ＮＨＫディレクター

　　　　　　　　　　　　　

安野

　

正樹

　

氏

　　　　　

特別報告

　　　　　　

・全国パーキンソン病友の会代表

　　　　　　

・ＩＢＤネットワーク代表

　　　　　

ＪＰＡから経過の報告と提案

　　　　　

集会決議の採択

〈交流会〉

　

18時

　

ヽ-

　

20時

分科会

　

９時30分～11時30分

　

＊４分科会に別れての討議

　

①患者会の運営について

　

②医療制度改革について

　

③難病医療費見直しについて

　

④難病相談･支援センターについて

厚生労働省等への要請行動

　　　　　　　

13時30分～14時30分
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パーキンソン病、潰瘍性大腸炎≒

　

「５万人を超える疾患」の

難病医療費適用範囲見直し

　

特
定
疾
患
対
策
懇
談
会

　

厚
生
労
働
省
は
、
８
月
９
日
に
特
定

疾
患
対
策
懇
談
会
を
開
催
し
、
難
病
医

療
費
の
公
費
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
パ
フ
キ
ン
ソ
ン
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎

を
、
五
万
人
を
大
幅
に
上
回
る
疾
患
と

し
て
適
用
範
囲
の
縮
小
を
提
案
し
ま
し

た
。
こ
の
縮
小
の
理
由
と
し
て
、
①
「
希

少
性
」
の
要
件
で
あ
る
五
万
人
を
、
潰

瘍
性
大
腸
炎
（
８
０
、
３
１
１
件
）
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
７
２
、
７
７
２
件
）

が
大
幅
に
上
回
り
、
さ
ら
に
増
加
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
②
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
（
５
２
、
１
９
５
件
）
を

加
え
、
こ
の
三
疾
患
で
事
業
の
総
件
数

及
び
事
業
費
が
、
約
四
割
を
占
め
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
③
国
の
予
算
不
足

の
た
め
に
、
都
道
府
県
の
負
担
が
五
割

を
超
え
実
質
約
七
割
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
④
平
成
1
5
年
1
0
月
以
降
、
対
象
疾

患
へ
の
追
加
要
望
が
あ
る
も
の
の
疾
患

の
追
加
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
の
見
解

　

８
月
1
0
日
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体

協
議
会
は
、
こ
の
「
五
万
人
を
超
え
る

２

希少性の要件を満たさない疾患の取扱いについて(論点)

１．仝身性エリテマトーデスについては、５万人を超えたもの

　

の、ここ数年の患者の伸びは５万人の近傍でほぼ横ばいとな

　

っており、引き続き患者数の動向を見守ってはどうか。

２。特定疾患対策の推進等を図る観点からも、希少性の要件を

　

大幅に上回る潰瘍性大腸炎及びパーキンソン病の取扱いにつ

　

いては、以下のいずれかの対応を取る必要はないか。

疾
患
」
の
難
病
医
療
費
適
用
範
囲
見
直

し
に
つ
い
て
以
下
の
見
解
を
表
明
し
ま

し
た
。

①
五
万
人
の
「
希
少
性
」
を
含
め
、
こ

の
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
（
医
療
費

助
成
事
業
）
見
直
し
の
根
底
に
は
、
国

の
難
病
対
策
予
算
の
不
足
が
あ
り
ま

す
。
都
道
府
県
の
超
過
負
担
解
消
や
疾

患
の
追
加
の
た
め
に
、
現
に
原
因
も
治

①

　

明らかに希少性の要件非該当となっている疾患（５万

　

人を超えるもの）については、難治性疾患克服研究車賃

　

及び特定疾患治療研究事業から除外する。

②

　

明らかに希少性の要件非該当となっている疾患（５万

　

人を超えるもの）であっても未だ原因が不明であること

　

などから、特定疾患からの除外は行わず、希少性の要件

　

に該当するよう対象者の範囲の見直しを行う。

平成18年８月９［|平成18年度第１回特定疾患対策懇談会で提案

療
方
法
も
未
確
立
で
苦
し
ん
で
い
る
難

病
患
者
か
ら
、
公
費
医
療
を
無
理
や
り

取
上
げ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
血
も
涙
も

な
い
「
予
算
に
合
わ
せ
て
対
象
患
者
を

切
り
捨
て
て
し
ま
う
」
非
人
間
的
な
政

策
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
厚
生
労
働
省

に
怒
り
を
覚
え
ま
す
。
私
た
ち
は
、
「
税

金
（
予
算
）
を
も
っ
と
難
病
対
策
（
医

療
費
助
成
）
に
あ
て
て
、
難
病
患
者
を
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全
員
救
済
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
す
。

②
そ
も
そ
も
姚
病
医
療
費
へ
の
公
費
助

成
制
度
は
、
治
療
研
究
事
業
へ
の
協
力

に
対
す
る
謝
金
と
し
て
の
性
格
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
治
療
研
究
事
業
を
続
け
て

行
く
た
め
に
も
、
軽
症
患
者
か
ら
重
症

患
者
ま
で
を
含
め
疾
患
の
全
体
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
治
療
研

究
事
業
の
性
格
か
ら
い
っ
て
も
、
今
回

の
適
用
範
囲
縮
小
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

③
最
近
の
新
聞
に
「
難
病
患
者
の
弟
を

兄
が
殴
り
死
亡
さ
せ
る
」
と
痛
ま
し
い

事
件
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
弟
が
病
気
で
失
禁

し
腹
が
立
っ
た
た
め
と
の
こ
と
。
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
は
手
足
が
震
え
、
歩
行
が

困
難
に
な
る
進
行
性
の
難
病
で
す
。
原

因
も
治
療
方
法
も
不
明
、
対
症
療
法
で

症
状
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、

薬
が
切
れ
る
と
直
ぐ
に
症
状
が
現
れ
、

家
族
の
介
護
や
医
療
費
の
負
担
が
大
き

い
病
気
で
す
。
こ
の
新
聞
報
道
は
氷
山

一
角
で
す
。
難
病
患
者
の
抱
え
る
課
題

は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
就
労
、
リ

ハ
ビ
リ
、
移
動
な
ど
総
合
的
な
対
策
が

必
要
で
す
。
今
回
の
新
聞
報
道
の
よ
う

な
悲
惨
な
状
況
を
無
く
す
為
に
も
、
難

病
対
策
の
法
整
備
も
含
め
た
社
会
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。

難
病
対
策
委
員
会
の

開
催
を
要
望

　

難
病
対
策
委
員
会
の
開
催
を
要
望
８

月
3
0
日
、
難
病
医
療
費
見
直
し
に
関
連

し
、
厚
生
労
働
大
臣
、
同
健
康
局
長
宛

に
「
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
対
策
部
会

難
病
対
策
委
員
会
の
開
催
に
関
す
る
要

望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

〈
要
望
書
の
要
旨
〉

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
国
会
請
願
署

名
は
、
第
１
６
４
回
通
常
国
会
に
お
い

て
全
会
派
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
、
こ
の
採
択
さ
れ
た
請

願
事
項
は
、
厚
労
省
に
も
届
い
て
い
る

か
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
厚
生
労
働
省

は
、
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
を
開
催
し
。

　

「
希
少
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
疾
患

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
論
点
）
」
の

提
起
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
論
点
で
は
、

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
は
、
「
引

き
続
き
患
者
数
の
動
向
を
見
守
っ
て
は

ど
う
か
」
と
し
た
一
方
で
、
潰
瘍
性
大

腸
炎
及
び
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
「
除
外
」

又
は
「
対
象
範
囲
の
見
直
し
」
と
の
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
請
願
を
取
り
組
ん
だ
団
体
と
し
て
、

ず
こ
の
請
願
事
項
の
内
容
の
具
体
化
に
関

連
し
、
下
記
の
要
望
事
項
を
提
出
い
た

し
ま
す
。
ご
検
討
の
う
え
ご
回
答
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

〈
採
択
さ
れ
た
請
願
事
項

　
　
　
　
　

（
関
係
部
分
の
み
）
〉

①
難
病
の
原
囚
の
究
明
、
治
療
法
確
立

の
た
め
、
難
病
対
策
を
一
屑
拡
充
し
て

下
さ
い
。

②
難
病
患
１
　
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を

検
討
し
て
下
さ
い
。

③
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
各
種
法
制

度
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
難
病
患
者

・
長
期
慢
性
疾
１
　
　
患
者
と
家
族
の
た
め

の
福
祉
、
介
護
、
就
労
、
リ
ハ
ビ
リ
、

移
動
等
に
関
す
る
総
合
対
策
を
確
立
し

て
下
さ
い
。

　

〈
要
望
事
項
〉

①
請
願
で
採
択
さ
れ
た
要
望
事
項
の
具

体
化
を
図
る
た
め
に
、
厚
生
科
学
審
議

会
疾
病
対
策
部
会
姚
病
対
策
委
員
会
を

開
催
し
て
下
さ
い
。

②
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、
要
望
轡
が

出
て
い
る
疾
患
を
特
定
疾
患
に
指
定
し

て
下
さ
い
。

③
上
記
の
検
討
が
終
了
す
る
ま
で
、
特

定
疾
患
対
策
懇
談
会
で
結
論
を
出
す
の

を
凍
結
し
て
下
さ
い
。

　　

県への要望書･県議会への陳情書の取り組みをお願い致します

　

パーキソン病、潰傷性大腸炎などの関係団

　　

かけと共に、難病対策の実施主体である各県

体では、抗議や患者の実態を訴える電話、メ

　　

に対する取り組みも重要です｡各県難病連は、

－ル、葉書、署名の取り組みが行われていま

　　

全|刈パーキソン病友の会、ＩＢＤネットワー

す。

　

ＪＰＡは、仝国パーキソン病友の会、Ｉ

　　

クの各支部とも協力し、県への要望害・県議

ＢＤネツ卜ワ―クの代表を含めた対策委員会会への
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５
万
人
を
超
え
る
特
定
疾
患
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
早
く
か
ら
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
の
全
国
大
会
で
金
洋
一
郎
先
生
は
あ
る
程
度

我
慢
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

言
わ
れ
た
う
え
、
今
年
の
６
月
の
大
会
で
は
、
更
に
踏

み
込
ん
で
、
7
0
％
程
度
は
我
慢
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
の
３
月
に
は
参
院
厚
労
委

員
会
で
、
認
定
さ
れ
て
い
な
い
疾
患
か
ら
の
要
望
も
聞

く
必
要
が
あ
る
の
で
、
５
万
人
を
超
え
た
疾
患
は
治
療

研
究
事
業
の
対
象
と
す
る
の
か
検
討
し
て
ほ
し
い
、
と

発
言
す
る
与
党
議
貝
が
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
、
７
月
末
に
役
員
４
役
ほ
か
1
0
名
か
ら

な
る
「
特
定
疾
患
問
題
対
策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

切
り
捨
て
に
反
対
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
直
後
、
８

月
９
口
に
特
定
疾
病
対
策
懇
談
会
が
開
か
れ
、
認
定
基

準
を
厳
し
く
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
認
定
患
者
の
特
徴
は
、
認
定
条

件
が
病
症
度
と
生
活
機
能
障
害
度
の
二
重
の
縛
り
が
あ

る
こ
と
、
重
症
者
と
階
層
Ａ
（
ど
ち
ら
も
医
療
費
の
自

己
負
担
Ｏ
）
が
多
い
こ
と
、
近
年
約
5
0
0
0
名
が
新

た
に
認
定
さ
れ
患
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
薬
剤
の
価
格
が
高
い
た
め
特
定
疾
患
か
ら
外
さ

れ
る
と
自
己
負
担
が
大
き
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
、
保
険
適
用
さ
れ
た
手
術
料
と
装
着
装
置
が
高
額
で

あ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
の
約
5
0
％
が
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
認
定
制
限
さ
れ
る
と
、
自
己
負
担
が
大

！４

全国パーキンソン病友の会(ＪＰＤＡ)

幅
に
増
加
す
る
た
め
患
者
は
診
療
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
急
激
に
病
状
が
悪
化
し
、

命
の
危
険
を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
に
な
る
と
さ

れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
薬
の
服
用
法
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
重
症
化
す
れ
ば
医
療
費
ば
か
り
で
な
く
大
幅
に
様

々
な
経
費
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
は
、
５
万
人
を
超
え
た
こ
と
を
理
由
に

切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
各
支
部
で
、
署
名
活
動
、
抗
議
文
の
送
付
、
県

混
連
と
も
共
同
し
て
地
方
議
会
で
の
意
見
書
採
択
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
患
者
会
と

も
手
を
つ
な
ぎ
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
に
結
集
し
て
運
動
を
し
て
い

き
ま
す
。
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
の
厚
労
省
へ

の
要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
最
終
目
的
の
一
課
題

　

で
あ
る
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
「
原
因
の
究
明
」
及

　

び
「
完
治
治
療
法
の
開
発
」
を
早
急
に
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

２
、
患
者
数
が
急
増
し
て
い
る
難
病
に
つ
い
て
、
社
会

　

的
・
疫
学
的
な
実
態
調
査
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
、
同
事
業
の
経
費
削
減
の
た
め
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

　

薬
剤
及
び
手
術
に
関
わ
る
装
置
が
高
価
で
あ
る
と
言

　

わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
改
善
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
、
「
希
少
性
」
に
関
し
て
は
、
何
を
基
準
に
す
る
か
、

　

不
明
確
な
点
も
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
検
討

　

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

５
、
当
該
患
者
会
と
合
意
を
得
な
い
う
ち
は
、
実
施
し

　

な
い
で
下
さ
い
。
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難
病
対
策
見
直
し
に

強
く
抗
議
す
る

－
Ｂ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

　

原

　

ご
存
知
の
よ
う
に
厚
生
労
働
省
は
。

　

「
登
録
患
者
数
５
万
超
」
の
２
疾
患

　

（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
か
い
よ
う
性
大

腸
炎
）
の
認
定
基
準
の
改
悪
見
直
し
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
か
い
よ

う
性
大
腸
炎
は
、
主
に
大
腸
に
潰
瘍
を

つ
く
り
、
下
痢
・
下
血
・
腹
痛
を
起
す

病
気
で
す
。
治
療
に
よ
っ
て
症
状
が
落

ち
着
く
「
緩
解
」
期
と
激
し
い
症
状
を

伴
う
「
活
動
」
期
を
、
予
測
が
つ
か
な

い
周
期
で
繰
り
返
す
こ
と
を
特
徴
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
1
0
代
後
半
か
ら
2
0
代

前
半
を
好
発
年
齢
と
す
る
比
較
的
若
い

人
に
多
い
病
気
で
す
が
、
近
年
は
高
齢

者
を
含
め
幅
広
い
年
代
で
発
症
し
、
年

間
５
千
人
が
新
規
認
定
さ
れ
て
、
総
数

８
万
人
を
超
え
る
認
定
患
者
数
と
な
っ

勝

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
厚
生
労
働
省
か
ら
、
目
を
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
2
5
年
経
ち
ま
し
た
が
、
未
だ

根
治
療
法
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
相

変
わ
ら
ず
対
処
療
法
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
が
い
つ
も
疑
問
に
思
う
の

は
、
特
定
疾
患
の
更
新
申
請
の
と
き
に

問
わ
れ
る
「
こ
の
１
年
間
の
重
症
度
」

の
意
味
内
容
で
す
。
一
体
い
つ
の
こ
と

を
指
す
の
か
、
記
載
す
る
医
師
も
困
惑

し
、
実
際
に
記
入
内
容
も
本
当
に
ば
ら

ば
ら
で
す
し
、
基
準
の
検
査
も
し
て
い

な
い
医
師
も
多
い
の
で
す
。
そ
れ
な
の

に
約
７
割
を
占
め
る
「
軽
症
者
」
を
バ

151

ツ
サ
リ
切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
全
国
に

あ
る
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者
会
の
全
国
的
組
織
で

す
。
（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
と
は
、
か
い
よ
う
性
大

腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
と
い
う
共
に
特
定

疾
患
を
指
し
ま
す
）
私
た
ち
は
若
い
患

者
会
で
す
が
、
患
者
数
急
増
の
Ｉ
Ｂ
Ｄ

と
協
力
し
て
地
方
議
会
で
の
陳
情
１
　
の

採
択
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
指
導
の
下
、
全

国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
を
は
じ
め

と
す
る
疾
病
団
体
、
地
域
難
病
連
の
皆

さ
ん
と
共
に
難
局
に
対
処
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

の
危
機
と
、
こ
の
見
直
し
に
対
応
し
て

　
　

す
。

い
ま
す
。
各
地
の
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者
会
は
８

月
以
降
、
抗
議
ハ
ガ
キ
、
署
名
（
既
に

２
万
筆
近
く
集
約
）
、
カ
ン
パ
（
１
２
０

万
超
）
、
ま
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
支
部

各
加
盟
団
体
の
代
表
者
で
構
成
す
る
第
３
回
幹
事
会
（
協
議
執
行
機
関
）

を
左
記
の
日
程
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
幹
事
会
は
、
加
盟
団
体
の
取
り
組
み
報
告
、
意
見
交
換
が
充

分
に
で
き
る
よ
う
に
と
、
時
問
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。
各
加
盟
団
体

か
ら
の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
日
時
〉
１
９
一
月
３
日
（
日
）
1
0
時
～
1
6
時

〈
会
場
〉
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
「
芙
蓉
」

　
　
　
　

東
京
都
港
区
芝
２
－
５
－
２

　
　
　
　

電
話
０
３
（
3
4
5
6
）
2
2
2
2
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0
7
年
国
会
請
願
署
名
の
取
り
組
み

　

0
6
年
５
月
2
9
日
に
提
出
し
た
国
会
請

願
署
名
は
、
私
た
ち
の
奮
闘
と
各
政
党

・
議
貝
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
第

１
６
４
回
通
常
国
会
に
お
い
て
全
会
派

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
皆
様
と
と
も
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
請

願
採
択
を
足
が
か
り
に
、
さ
ら
に
請
願

項
目
の
内
容
具
体
化
と
実
現
を
目
指
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
0
7
年
国
会
請
願
項
目
は
、

こ
の
項
目
を
「
早
期
に
実
現
さ
せ
て
下

さ
い
」
と
し
ま
し
た
。
皆
様
も
ご
存
知

の
通
り
、
厚
生
労
働
省
の
特
定
疾
患
対

策
懇
談
会
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
「
疾
患
外
し
」
又
は

　

「
対
象
者
の
絞
込
み
」
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
難
病
対
策
の
後

退
と
私
た
ち
の
「
採
択
さ
れ
た
請
願
内

容
の
早
期
実
現
」
は
、
鋭
く
対
立
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
0
7
年
国
会
請
願
署
名

運
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
難
病
、
長
期

慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
患
者
の
厳

し
い
療
養
実
態
を
国
民
の
皆
様
に
広
く

訴
え
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
各
加

盟
団
体
で
の
昨
年
を
上
回
る
取
り
組
み

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

〈
請
願
事
項
〉

　

第
１
６
４
回
通
常
国
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
「
難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
、

小
児
慢
性
疾
患
に
対
す
る
総
合
的
対

策
」
を
早
期
に
実
現
さ
せ
て
下
さ
い
（
請

願
項
目
の
表
記
に
欠
落
が
あ
り
ま
す
。

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
配
布
又

は
回
収
時
に
「
対
」
を
挿
入
し
て
下
さ

い
）
。

)（

　
　

〈
募
金
に
つ
い
て
〉

　

請
願
募
金
は
、
地
域
難
病
連
や
加
盟

団
体
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
の
財
政

基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。
日
本
難
病
・

疾
病
団
体
や
患
者
会
の
果
た
す
役
割
、

用
紙
代
や
請
願
行
動
の
交
通
費
等
に
費

用
が
必
要
な
こ
と
を
訴
え
、
積
極
的
な

収
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

〈
具
体
的
な
取
り
組
み
〉

①
用
紙
の
配
布
枚
数

　

一
人
２
枚
を
基

準
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

（
第
１
６
４
回
通
常
国
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
項
口
）

１
．
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立
の
た
め
、
難
病
対
策
を
一
屑
拡
充
し

　

て
下
さ
い
。

２
．
難
病
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

３
．
子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、
先
天
性
疾
患
や
小
児
難
病
の
子
ど
も
た
ち

　

へ
の
医
療
費
助
成
や
教
育
の
充
実
等
、
子
ど
も
施
策
を
す
す
め
て
下
さ
い
。

４
．
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
各
種
制
度
の
谷
間
に
置
か
れ
て
い
る
難
病
患

　

者
・
長
期
慢
性
疾
患
患
者
と
家
族
の
た
め
の
福
祉
、
介
護
、
教
育
、
就
労
、

　

リ
ハ
ビ
リ
、
移
動
等
に
関
す
る
総
合
対
策
を
確
立
し
て
下
さ
い
。

５
．
生
涯
に
わ
た
り
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
長
期
慢
性
疾
患
患
者
の
社
会

　

的
支
援
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

６
．
看
護
師
不
足
を
解
消
し
て
増
員
を
は
か
り
行
き
届
い
た
、
安
心
で
き
る

　

看
護
を
保
障
し
て
下
さ
い
。

７
．
薬
害
の
根
絶
と
被
害
者
早
期
救
済
制
度
を
拡
充
し
て
下
さ
い
。

②
署
名
の
捺
印

　

署
名
は
自
書
で
お
願

い
し
ま
す
。
印
鑑
、
サ
イ
ン
は
不
要
で

す
。
同
居
・
親
族
も
、
「
こ
「
々
」
は
不

可
、
住
所
・
氏
名
共
に
害
い
て
下
さ
い
。

③
各
団
体
の
配
布
・
回
収

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
は
、

疾
病
別
全
国
組
織
と
県
難
病
連
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
会
員
に
署
名
用
紙
が
一
一

重
に
配
布
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
県
難
病
連
か
ら
の

配
布
を
優
先
と
し
ま
す
。
疾
病
別
全
国

組
織
か
ら
の
川
紙
配
布
は
、
県
難
病
連

へ
の
加
盟
支
部
を
外
し
て
配
布
す
る

か
、
又
は
、
「
署
名
回
収
（
募
金
を
含

む
）
は
、
県
難
病
連
を
優
先
」
の
会
員

へ
の
周
知
を
図
っ
て
下
さ
い
。

④
署
名
（
募
金
）
の
回
収
・
集
約
日
は
、

0
7
年
２
月
末
で
す
。

⑤
紹
介
議
員
（
国
会
議
員
）

　

請
願
採
択

に
は
、
厚
生
労
働
委
貝
に
は
必
ず
お
願

い
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
は

特
定
の
政
党
や
個
人
を
支
持
し
て
い
ま

せ
ん
。
請
願
を
支
持
し
て
い
た
だ
け
る

全
て
の
国
会
議
員
に
県
難
病
連
を
中
心

に
、
紹
介
議
員
の
お
願
い
を
し
て
下
さ

い
。
⑥
請
願
行
動
日

　

請
願
署
名
は
、
取
り

組
ん
で
頂
い
た
加
盟
団
体
が
請
願
行
動

日
に
紹
介
議
員
に
届
け
る
の
が
原
則
で

す
。
請
願
行
前
日
は
決
定
次
第
連
絡
致

し
ま
す
。
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今
後
の
取
り
組
み
へ
ご
協
力
を

　

0
6
年
６
月
1
6
日
、
最
高
裁
判
所
は
、
「
Ｂ
型
ウ
ィ

ル
ス
肝
炎
の
蔓
延
は
、
注
射
針
と
筒
を
取
り
替
え
ず

に
連
続
使
用
し
た
予
防
接
種
に
原
因
が
あ
る
」
と
の
、

国
の
責
任
を
認
め
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

８
月
1
0
日
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
原
告
・
同
弁
護
団
、

同
訴
訟
を
支
え
る
会
、
北
海
道
肝
炎
友
の
会
、
日
肝

協
の
５
団
体
に
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
も
加
わ
り
「
最
高
裁
判
決

に
基
づ
く
、
今
後
の
肝
炎
患
者
救
済
の
取
り
組
み
」

を
協
議
し
、
共
同
行
動
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
取
り
組
み
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
経
済
的
・
社
会
的
救
済
と

医
療
体
制
の
確
立
、
障
害
年
金
制
度
な
ど
福
祉
施
策

の
拡
充
等
を
求
め
、
関
係
患
者
団
体
の
共
同
組
織
を

今
秋
を
目
途
に
立
ち
上
げ
る
。

②
そ
の
た
め
に
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
を
支
え
る
会
と
日

肝
協
の
連
盟
で
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
や
ウ
ィ
ル
ス
肝
炎
患
者
を

擁
す
る
患
者
団
体
を
対
象
に
共
同
組
織
へ
の
参
加
や

共
同
行
動
を
呼
び
か
け
る
。

③
当
而
の
活
動
と
し
て
、
来
春
の
通
常
国
会
を
目
指

し
て
「
１
０
０
万
人
請
願
署
名
」
、
年
末
ま
で
の
自

治
体
議
会
に
対
し
、
「
ウ
ィ
ル
ス
肝
炎
総
合
対
策
室
」

に
関
す
る
意
見
書
採
択
の
活
動
を
行
う
。

④
事
務
所
を
日
肝
協
内
に
設
置
し
、
募
金
の
取
り
組

み
や
事
前
の
準
備
を
行
う
。

ウイルス肝炎患者・感染者救済のための要望書

１。ウイルス肝炎・感染者（キャリア）救済と感

　　

染被害拡大を防止するための肝炎総合対策を

　　

至急確立すること

２．医療費の自己負担に対する公費助成を一日も

　　

早く実施すること

　　　

具体的には、医療保険の高額療養費制度の

　　

「特定疾病」（自己負担限度額１万円）に指

　　

定し、さらに自立支援医療（更生医療）の対

　　

象とすること

３．ウイルス肝炎患者・感染者（キャリア）の生

　　

活支援対策を実施すること

　

①慢性肝炎､肝硬変､肝癌の患者を障害年金（基

　　

礎年金）の対象とすること

　

②自立支援法による身体障害者の内部障害に

　　

「肝疾患」を加えること

４．全国の肝炎専門治療体制を整備すること

　

①治療薬・治療法の研究・開発を促進し、早期

　　

に健康保険の適用とすること

　

②全国のどの地域に住んでいてもわが国の医療

　　

における最高水準の治療を等しく受けること

　　

ができるよう、専門医療機関との連携による

　　

肝炎治療体制の整備を急ぐこと

　

③さらに、治療の継続と検査の必要性を忠者に

　　

理解させるための「ウイルス肝炎健康管理手

　　

帳」を作成し、全患者・感染者に配布するこ

　　

と

５．早期発見、早期治療の体制を実現させるため

　　

に、公費による検査体制の全国整備を急ぐこ

　　

と

６，ウイルス肝炎患者、感染者（キャリア）のた

　　

めの相談体制をつくること

　　　

肝炎に対する正しい知識の普及と医療機関

　　

の選び方や制度の利用を促進するために、全

　　

国にウイルス肝炎に関する専用相談窓口を開

　　

設すること

７．ウイルス肝炎患者と感染者（キャリア）に対

　　

する社会的偏見や差別をとり除くこと

　　　

学校や職場、雇用主、家族などに対して、

　　

ウイルス肝炎に対する正しい知識を普及し、

　　

社会的支援を行なうためにウイルス肝炎に関

　　

する進学・就労支援マニュアルを作成し、学

　　

校、職場、雇用主等に配布し、研修会の開催

　　

などを行なうこと

８．集団予防接種に起因して肝炎ウイルスに感染

　　

した感染被害者に対する謝罪を明らかにし、

　　

個別賠償制度をつくること

　　　

Ｂ型肝炎訴訟最高裁判所判決と同様の立場

　　

・条件にある患者、感染被害者に対して個別

　　

賠償を実施すること

９，年に１回、厚生労働大臣との定期協議を実施

　　

すること

　　　

以上の恒久対策の実施、及び進展状況の確

　　

認のため、年１回、当協議会との定期|烏議を

　　

実施すること
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地＞難

　

連

　

の

　

うニご

　

き

就労支援シンポジウムを開催して

１８

特
定
非
営
利
活
動
法
人

佐
賀
県
難
病
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク理

事
長
三

　

原

　

睦

　

子

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
難
病
患
者
の
就

労
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
９
月
2
2
日
、
佐
賀
市
の
ア
バ
ン
セ

で
開
催
さ
れ
た
。

　

患
者
や
家
族
、
行
政
関
係
者
、
他
県

の
行
政
機
関
、
他
県
の
難
病
関
係
機
関
、

一
般
の
方
々
な
ど
約
１
７
０
名
が
参
加

し
、
難
病
患
者
に
対
す
る
就
労
が
厳
し

い
中
、
行
政
、
企
業
、
関
係
機
関
の
対

応
、
就
労
し
て
い
る
患
者
の
生
の
声
を

聞
き
、
難
病
患
者
の
就
労
に
つ
い
て
学

ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン

タ
ー
の
春
名
由
一
郎
研
究
員
が
、
「
視

点
を
変
え
よ
う
！
・
難
病
患
者
の
就
業
実

態
と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

上
司
の
理
解
な
ど
環
境
が
整
え
ば
、
難

病
患
者
が
働
け
る
現
状
を
説
明
。
難
病

の
希
少
性
、
複
雑
性
が
支
援
の
遅
れ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

総
合
司
会
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
根

岸
昌
史
氏
が
あ
た
り
、
「
知
ろ
う
・
見

つ
け
よ
う
・
自
分
に
出
来
る
こ
と
」
と

の
テ
ー
マ
で
、
行
政
か
ら
は
、
難
病
患

者
の
就
労
へ
の
取
り
組
み
を
、
企
業
関

係
者
は
就
労
へ
の
環
境
の
整
備
、
訓
練

で
注
意
し
た
こ
と
等
を
紹
介
、
労
働
関

係
機
関
か
ら
は
、
就
労
の
継
続
、
雇
川

に
関
す
る
問
題
点
等
へ
の
中
問
支
援
を

し
た
こ
と
等
、
患
者
か
ら
は
、
企
業
や

同
僚
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
が
あ
れ
ば

働
け
る
が
、
充
分
に
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
現
状
も
あ
る
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
佐
賀
県
難
病
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
よ
り
、
難
病
セ
ン
タ
ー
に
専
門
の

資
格
を
持
っ
た
ジ
ョ
ブ
コ
Ｊ
チ
を
配
置

し
、
難
病
患
者
の
就
労
に
対
す
る
体
制

の
構
築
と
、
そ
の
人
の
強
み
を
活
か
し

た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
の
報
告
が

あ
り
、
春
名
研
究
貝
か
ら
は
、
難
病
患

者
に
対
す
る
視
点
に
つ
い
て

　

１
、
働

け
な
い
病
人
で
は
な
く
持
病
を
持
つ
労

働
者
２
、
出
来
な
い
こ
と
に
注
目
す
る

よ
り
も
出
来
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う

３
、
難
病
患
者
の
就
労
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
分
野
だ
け
で
な
く
社
会
全
体

の
課
題
と
し
て
捉
え
よ
う
４
、
職
業
生

活
に
即
し
か
ひ
と
り
ひ
と
り
に
あ
っ
た

配
慮
や
支
援
を
と
ま
と
め
た
。
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近畿交流会を開催して

一

一

一

ＮＰＯ法人滋賀県難病連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　

葛

　

城

　

貞

　

2
0
0
6
年
９
月
９
、
1
0
日
の
二
日

間
び
わ
湖
畔
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の
景

勝
地
で
６
年
ぶ
り
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
６
府
県
か
ら

8
1
人
の
難
病
患
者
が
集
い
、
大
い
に
学

び
、
語
ら
い
、
楽
し
み
ま
し
た
。
一
日

目
の
９
日
は
Ｊ
Ｐ
Ａ
副
代
表
、
静
岡
難

病
団
体
連
絡
協
議
会
理
事
長
野
原
正
平

９１

氏
の
「
患
者
の
た
め
の
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
と
静
岡
県
で
め
ざ
す

難
病
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
試
み
」
と

題
す
る
講
演
を
聴
き
、
夜
の
交
流
会
で

は
各
府
県
の
出
し
物
に
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
、
話
し
足
ら
な
い
、
飲
み
足

ら
な
い
仲
問
が
和
歌
山
か
ら
運
ば
れ
た

新
潟
の
銘
酒
と
珍
味
、
灘
の
生
一
本
、

関
西
の
生
ビ
ー
ル
に
明
口
へ

の
英
気
を
養
い
ま
し
た
。
翌

日
の
1
0
日
は
、
３
分
科
会
に

分
か
れ
各
府
県
の
活
動
を
報

告
し
、
前
日
の
野
原
講
師
の

話
し
に
学
び
つ
つ
、
深
め
合

い
ま
し
た
。
最
後
の
全
体
会

で
は
、
兵
庫
か
ら
提
起
さ
れ

た
「
難
病
対
策
基
本
法
」
に

つ
い
て
も
、
野
原
副
代
表
か

ら
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
し
て
現
段
階

で
の
見
解
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
時
間
的
な
制
約
に
関
わ

ら
ず
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

は
交
流
会
参
加
の
意
義
を
感

じ
取
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

来
年
度
の
開
催
府
県
は
い

ず
こ
か
？
と
の
開
催
県
の
滋

賀
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
９

月
刀
一
目
兵
庫
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
か

ら
正
式
に
引
き
受
け
る
と
の
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。

　

早
く
も
2
0
0
7
年
の
兵
庫
大
会

で
、
近
畿
の
各
府
県
の
活
動
か
ら
互
い

に
学
び
あ
い
、
患
者
会
活
動
の
次
へ
の

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
に
期
待
と
楽
し
み
が
つ
の
り
ま
す
。

ＪＰＡ協力会員の募集
あなたも、ＪＰＡ活動を支える協力会員になってください。

機関紙「ＪＰＡの仲間」をお届けします。

　

【会費】年間－ロ3000円（何□でも可）

　

【申込み・お間合先】

各加盟団体またはＪＰＡ事務局(Tel 03-5940-0182)

郵便振込でお願いします。00150- 5 -90655／ＪＰＡ事業部
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加
盟
団
体
の
紹
介

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

副
理
事
長
岩
永

　

幸
三

Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
と
は
「
イ
ン
ス
リ
ン
依
存

　
　

作
成
、
嘩
島
移
植
専
門
医
と
の
共
同
研

型
糖
尿
病
（
―
型
糖
尿
病
）
」
と
い
う

意
味
で
、
毎
口
数
回
の
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
と
す
る
病

気
で
す
。
日
本
で
の
年
間
発
症
率
は
1
0

万
人
あ
た
り
１
～
２
人
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
糖
尿
病
」
と
い
う
名
前
は
同

じ
で
す
が
、
発
症
過
程
も
治
療
に
関
す

る
考
え
方
も
生
活
習
慣
病
で
あ
る
「
２

型
糖
尿
病
」
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

平
成
７
年
１
月
1
7
口
に
発
生
し
た
阪

神
淡
路
大
震
災
で
は
、
被
災
地
の
Ｉ
Ｄ

Ｄ
Ｍ
患
者
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
入
手
等
に

大
変
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
Ｔ
よ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の

震
災
を
契
機
に
全
国
の
患
者
・
家
族
の

連
携
を
図
る
た
め
に
、
同
年
９
月
に
発

足
し
、
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、
政

策
提
言
（
2
0
旋
以
上
の
患
者
へ
の
支
援

策
等
）
、
調
査
研
究
（
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
患
者
の
行
動
・
支
援
指
針
の

究
、
―
型
糖
尿
病
お
役
立
ち
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が

開
発
し
た
「
慢
性
疾
患
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
日
本
導
入

等
）
、
社
会
啓
発
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ

＠
ウ
ム
の
開
催
、
療
育
相
談
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
特
に
組
織
発
足
の
原
点
で

あ
る
大
規
模
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
行
政
、
企
業
、
医
療
機
関
、
防
災

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
１
９
一
月
1
6
日
（
土
）
に
三
重
県

津
市
で
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
来

年
３
月
2
4
日
（
土
）
、
2
5
日
（
日
）
に

佐
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
難
病
セ
ン

タ
ー
研
究
会
等
で
こ
の
事
業
の
成
果
を

皆
さ
ん
に
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
難
病
連

こ
ん
に
ち
は
、

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
難
病
連
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
難
病
連
は
、
平
成

1
6
年
５
月
に
法
人
化
さ
れ
、
1
4
　
団
体
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

前
身
で
あ
る
三
重
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
は
、
昭
和
5
2
年
に
発
足
し
、
3
0

年
の
歩
み
の
中
で
県
議
会
に
総
合
的
な

難
病
対
策
の
た
め
の
請
願
、
障
害
者
医

療
費
助
成
の
所
得
制
限
の
緩
和
を
求
め

る
活
動
の
他
、
毎
年
県
へ
要
望
書
を
提

出
し
難
病
セ
ン
タ
ー
設
置
を
働
き
か
け

る
な
ど
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
成

果
も
あ
り
ま
し
た
が
、
活
動
拠
点
が
欲

し
い
、
全
国
の
仲
間
と
共
に
運
動
を
共

有
し
た
い
、
難
病
対
策
に
患
者
家
族
の

思
い
を
生
か
し
た
い
な
ど
、
私
た
ち
の

切
実
な
問
題
に
対
し
展
望
が
も
て
な
い

状
況
も
続
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
受
託
す
る
こ
と
で
三
重

県
の
難
病
連
も
転
換
期
に
入
り
ま
し

た
。
「
県
内
の
患
者
や
家
族
の
意
見
を

反
映
し
た
、
よ
り
多
く
の
方
が
利
用
で

き
る
セ
ン
タ
ー
に
」
の
願
い
か
ら
難
病

連
へ
の
加
盟
や
団
体
結
成
を
呼
び
か

け
、
こ
こ
１
、
２
年
で
約
二
倍
の
1
4
団

体
に
な
り
ま
し
た
。

　

患
者
、
家
族
の
思
い
を
最
大
限
生
か

し
た
い
と
始
ま
っ
た
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
の
ほ
か
、
難
病
連
の
組

織
作
り
や
財
政
面
、
難
病
団
体
間
の
つ

な
が
り
、
社
会
へ
の
啓
発
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
課
題
が
山
積
み
の
ま
ま
で
し
た

が
、
今
年
度
法
人
に
し
ま
し
た
。

　
　

「
法
人
化
設
立
と
セ
ン
タ
ー
設
立
一

周
年
記
念
講
演
会
」
で
は
患
者
会
の
組

織
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
印
刷
機
な
ど
の
降
人
や

難
病
相
談
員
の
研
修
開
催
を
目
的
に
し

た
「
助
成
金
申
請
」
を
進
め
た
り
、
各

団
体
役
員
と
の
連
携
を
進
め
る
「
難
病

連
通
信
の
月
―
回
発
行
」
を
し
た
り
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
展
開
は
、
各
団
体

の
仲
間
と
出
会
い
、
今
後
の
展
望
を
共

有
す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
会
報
発
行
や
１
　
日
の
仲
問
、
県

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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と
く
し
ま
難
病
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
長
藤

　

井

　

ミ
ユ
キ

　

平
成
十
七
年
当
初
、
徳
島
県
に
は
難

病
自
助
グ
ル
ー
プ
が
十
団
体
ほ
ど
あ
り

そ
の
中
の
五
団
体
で
こ
の
会
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

設
立
当
時
、
ど
の
県
も
「
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
て
動

い
て
い
る
頃
で
、
私
た
ち
五
団
体
も
そ

の
設
立
に
向
け
て
県
に
陳
情
に
行
き
ま

し
た
。
難
病
患
者
が
、
い
つ
で
も
気
軽

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
場
所
」

が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
願
い
は
叶
わ
ず
県
庁

の
中
に
、
「
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
看
板
を
掲
げ
た
、
形
だ
け
の
相

談
窓
口
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　

我
々
患
者
会
の
声
は
届
か
ず
、
空
し

さ
だ
け
が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
難
病
と
宣
告
さ
れ
た
時
、
そ

の
患
者
の
思
い
を
受
け
止
め
、
話
を
聴

い
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
「
場
所
」
を
作

る
た
め
、
私
た
ち
は
結
束
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

初
め
て
会
を
立
ち
あ
げ
る
に
お
い
て

は
、
香
川
難
病
連
の
森
渾
さ
ん
や
、
高

知
難
病
連
の
山
岡
さ
ん
、
愛
媛
難
病
連

の
菅
さ
ん
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ア

ド
バ
イ
ス
と
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
や

っ
と
立
ち
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

し
た
。

　

今
年
に
な
っ
て
二
団
体
が
加
わ
り
、

こ
の
九
月
に
は
新
し
い
患
者
会
も
発
足

し
、
ま
た
加
盟
団
体
も
増
え
そ
う
で
す
。

　

我
々
団
体
は
、
ま
だ
よ
ち
よ
ち
歩
き

を
始
め
た
ば
か
り
で
、
西
も
東
も
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
「
難
病
患
者
の
為
に
」

と
い
う
「
情
熟
と
愛
」
だ
け
は
、
ど
の

団
体
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
阿
波
踊
り
の
徳
島
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

11 1

小
さ
な
会
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
’
・

　

国
分
寺
難
病
者
の
医
療
と
福
祉
を
す
す
め
る
会

　
　

「
国
分
寺
難
病
者
の
医
療
と
福
祉
を

す
す
め
る
会
」

　

（
略
称
一
難
病
の
会
）

は
平
成
４
年
に
設
立
し
た
、
多
疾
病
に

わ
た
る
患
者
と
家
族
、
そ
し
て
一
般
市

民
か
ら
な
る
任
意
団
体
の
患
者
会
で

す
。

　

国
分
寺
市
に
は
「
特
殊
疾
病
者
福
祉

手
当
」
（
月
額
7
0
0
0
円
の
支
給
が
、

条
例
改
正
で
2
1
年
1
0
月
か
ら
6
0
0
0

円
に
減
額
）
受
給
者
が
８
７
６
人
お
り

ま
す
が
、
当
会
へ
の
加
入
者
は
約
6
0
名

と
少
な
く
会
員
募
集
中
で
す
。

　

今
回
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
象

か
ら
外
れ
た
難
病
で
す
が
、
当
市
に
は

身
体
・
知
的
・
精
神
各
障
害
者
団
体
と

当
難
病
の
会
の
４
団
体
で
構
成
し
た

　

「
国
分
寺
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
」

　

（
国
障
巡
）
が
あ
り
行
動
を
共
に
し
て

い
ま
す
。
難
病
者
は
「
障
害
者
等
」
の

中
に
く
く
ら
れ
、
市
障
害
者
計
画
の
策

定
委
員
と
し
て
参
加
し
た
り
、
行
政
等

に
難
病
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
難
病
施
策
は
上
記
手
当
の
他
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
・
日
常
生
活
用

具
の
給
付
・
市
単
独
事
業
と
し
て
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
も
あ
り
ま
す
が
〈
単
身
者

は
利
用
で
き
な
い
〉
〈
医
療
を
必
要
と

す
る
場
合
は
利
用
不
可
〉
な
ど
条
件
が

厳
し
く
、
な
か
な
か
利
用
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
市
障
害
者
セ
ン

タ
ー
で
は
、
難
病
者
中
心
の
健
康
教
室

や
呼
吸
器
体
操
教
室
を
週
に
一
度
実
施

し
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地

域
生
活
支
援
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
近

く
開
催
予
定
の
言
語
リ
ハ
ビ
リ
ヘ
は
脊

髄
小
脳
変
性
症
の
仲
間
が
参
加
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
様
の

理
念
・
趣
旨
そ
れ
に
伴
う
地
道
な
活
動

に
共
鳴
し
、
ま
た
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

小
さ
な
会
で
す
が
、
全
国
の
皆
様
と
地

域
の
患
者
会
が
連
携
し
、
難
病
者
が
安

心
し
て
生
き
て
い
か
れ
る
日
本
を
め
ざ

し
、
お
互
い
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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経
験
の
引
継
ぎ
が
何
よ
り
も
大
切

　

全
国
腎
臓
病
協
議
会
元
副
会
長
小

　

関

当
然
の
よ
う
に
患
者
会
結
成
へ

　

私
か
患
者
運
動
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一

年
）
、
慢
性
腎
炎
の
治
療
も
む
な
し
く

腎
不
全
と
な
り
、
透
析
治
療
を
始
め
た

翌
年
で
し
た
。

　

ま
だ
透
析
治
療
に
慣
れ
ず
、
食
欲
不

振
と
強
い
貧
血
で
困
難
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
千
葉
市
内
の
新
設
の
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
や
っ
と
外
来
透
析
と
な
り
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
も
復
帰
し
た
ば

か
り
の
頃
、
千
葉
県
の
腎
友
会
か
ら
結

成
を
促
さ
れ
、
仲
間
の
患
者
と
と
も
に

腎
友
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
す
で
に
高

額
な
透
析
治
療
に
は
健
康
保
険
が
適
用

さ
れ
、
そ
の
自
己
負
担
分
に
も
更
生
医

療
が
使
え
て
い
た
の
で
そ
の
頃
透
析
を

修

始
め
た
患
者
に
は
医
療
費
の
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
仲
間
の
多

く
が
更
生
医
療
適
用
前
の
先
輩
た
ち
の

苦
労
を
報
道
で
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

実
現
さ
せ
た
腎
友
会
に
は
ほ
と
ん
ど
の

透
析
患
者
が
加
入
し
ま
し
た
。

　

会
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
協
力
を
得
て
開

い
た
透
析
の
勉
強
会
に
は
多
く
の
会
貝

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
は
亡
く
な
る

こ
れ
か
ら
デ
モ
行
進

12
人
も
多
く
、
役
員
の
初
め
の
仕
事
は
亡

く
な
っ
た
会
員
宅
に
香
典
を
持
っ
て
行

き
、
遺
族
か
ら
闘
病
の
苦
労
話
を
聞
く

こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
患
者
会
の
経
験
を
積
む
中

で
、
千
葉
県
の
腎
友
会
、
全
腎
協
の
役

員
を
引
き
受
け
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

確
か
な
手
ご
た
え

　

全
腎
協
の
運
営
委
員
に
な
っ
た
一
九

八
三
年
に
は
国
の
医
療
保
障
の
後
退
が

始
ま
っ
て
お
り
、
健
保
本
人
一
〇
割
給

付
が
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

全
腎
協
は
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
前
々
身
「
豊
か
な

医
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
全
国
患
者
・
家

族
団
体
連
絡
会
」
の
一
貝
と
し
て
厚
生

省
前
に
座
り
込
む
な
ど
反
対
運
動
を
強

力
に
行
い
、
特
に
透
析
患
者
と
し
て
一

割
負
担
増
が
大
変
な
負
担
だ
と
厚
生
省

に
全
国
の
会
員
か
ら
は
が
き
で
訴
え
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
透
析
と
血
友
病
の

二
つ
の
「
長
期
高
額
疾
病
」
に
は
月
一

万
円
の
上
限
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
九
九
四
年
に
は
透
析
診
療
報
酬
に

使
用
薬
剤
が
包
括
化
さ
れ
、
質
の
低
下

が
全
国
で
起
き
、
全
腎
協
は
全
国
調
査

結
果
で
そ
の
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
報

道
機
関
が
大
き
く
取
り
上
げ
た
た
め
、

厚
労
省
は
日
本
透
析
医
会
に
指
示
し
急

遮
独
自
調
査
を
行
い
、
私
た
ち
の
主
張

に
反
論
し
ま
し
た
。
患
者
会
に
無
縁
な

医
家
向
け
の
業
界
紙
か
ら
も
原
稿
依
頼

が
来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
出
来
事
で
、
た
と
え
社

会
保
障
後
退
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
も

　

「
患
者
会
が
国
や
社
会
を
勁
か
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

引
退
し
て
今
、
思
う
こ
と

　

二
〇
〇
二
年
、
全
腎
協
役
員
を
辞
任

し
て
か
ら
は
長
期
透
析
に
よ
る
体
の
障

害
と
た
た
か
う
日
々
で
す
。

　

今
、
患
者
運
動
に
思
う
こ
と
は
、
当

事
者
の
活
動
は
健
康
人
ほ
ど
に
は
長
期

間
続
か
な
い
た
め
に
後
輩
た
ち
に
経
験

を
元
気
な
う
ち
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、
ま

た
、
活
動
の
目
的
や
経
過
を
患
者
会
全

体
に
知
ら
し
め
し
て
い
く
こ
と
、
こ
の

二
つ
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

〈
編
集
後
記
〉

「
難
病
医
療
費
の
見
直
し
」
の
情
勢

は
山
場
で
す
。
今
回
又
は
次
回
外
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
疾
患
も
他
人
事

で
は
済
み
ま
せ
ん
。
「
医
療
は
患
者

の
生
命
線
！
・
」
共
に
頑
張
り
ま
し
よ
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　

７

○就労支援シンポジウムを開催

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　

８

○近畿交流会を開催

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　

９

○加盟団体の紹介

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

0新規加盟団体

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

0私と患者運動

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12
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